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兵勢第五




　孫子曰く、凡そ衆を治むること寡（くわ）を治むるが如きは、
分數（ぶんすう）是れなり。衆を
鬪（たゝか）はすこと寡を鬪はすが如きは、
形名（けいめい）是れなり。三軍の衆必ず敵を受けて敗るること無からしむ可きもの、
寄正（きせい）
是（こ）れなり。兵の加ふるところ
碫（いし）を以て卵に投ずるが如きものは、
虛實（きよじつ）是れなり。凡そ戰は
正（せい）を以て合し、
奇（き）を以て勝つ。故に能く奇を出すものは
窮（きは）まりなきこと天地の如く、
竭（つ）きざること
江海（こうかい）の如し。終つて
復（ま）た始まるは日月是れなり。死して
㪅（かは）る〴〵生まるるは四時是れなり。
聲（こゑ）は五に過ぎず、五聲の變は
勝（あ）げて聽くべからず。色は五に過ぎず、五色の變は勝げて觀るべからず。
味（あぢはひ）は五に過ぎず、五味の變は勝げて
嘗（な）むべからず。戰勢は奇正に過ぎず、奇正の變は勝げて窮はむべからず、奇正の相生ずること
循環（じゆんくわん）の
端（はし）
無（な）きが如し、
孰（た）れか能く之れを
窮（きは）めむや。
激水（げきすゐ）の
疾（と）き、石を漂はすに至るものは
勢（いきほひ）
也（なり）。
鷙鳥（してう）の
疾（と）き、
毀折（きせつ）に至るものは
節（せつ）也、故に善く戰ふ者は、其勢
險（けん）に其節
短（たん）なり。勢、
弩（ど）を
彍（は）るが如く、節、
機（き）を
發（はな）つが如く、
紛々紜々（ふん〳〵うん〳〵）
鬪（たゝかひ）
亂（みだ）して
亂（みだ）るべからず、
渾々沌々（こん〳〵とん〳〵）
形（かたち）
圓（まる）くして
敗（やぶ）るべからず。亂は治に
生（な）り、怯は勇に
生（な）り、弱は强に
生（な）る。治亂は
數（すう）なり、勇怯は勢なり、强弱は
形（かたち）なり。故に善く敵を動かす者は、之れに
形（かたち）するときは敵必ず之れに
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